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  　学校教育は、いま大きな転換期にあります。その一つが、各学校への責任が急速に増していることです。学校に課せられている役割を、確実に遂行し、成果をあげているかが厳しく問われます。そのときに、最も重視されるのが、道徳教育です。学校教育は、人格の完成をめざして行われるからです。学力の問題も結局は、人間としてどう生きるかにかかわる問題なのです。今こそ、学校における道徳教育の根本を理解し、指導を充実させなければなりません。

１　基本的な道徳的価値について学習するのが道徳教育

  学校における道徳教育は、人格の基盤となる道徳性の育成を目的としています。その道徳性は、道徳的諸価値の統合体と考えられます。道徳的価値というのは、人間らしいよさです。例えば、思いやりの心、あるいは生命を大切にする心、あるいはくじけず努力する心、これらはすべて道徳的価値です。それは人間らしさを表す最も特徴的なものです。その道徳的価値を学習するのが道徳教育ということになります。

　学校において指導される基本的な道徳的価値は、学習指導要領に道徳の指導内容として示されています。それらは、われわれが人間として生きている上で必要とする、あるいは人間らしさを身につけていくための基礎基本となる価値、と考えられます。

　道徳の内容は、四つの視点で示されています。ご存知の通り、自分自身、他の人、自然や崇高なもの、集団や社会です。それは、かかわりを意味しています。すなわち、道徳性（人間らしい心）は、いろんなかかわりを通して身につけていくものなのです。全教育活動を通して道徳教育を行うとは、このことを意味しています。

２　４つのかかわりを豊かにする

　本来、道徳性の種というのは、全ての子どもたちが持っています。しかし、その種が芽を出し、茎を伸ばし、花を咲かせるには、お母さんのお腹から外に出て、いろんなかかわりを豊かにもつことが必要です。では、そのかかわりには、どのようなものがあるのでしょう。このように問われた時に、考えられたのが４つの視点なのです。

  一つ目は、自分自身と常に会話してみる、自分自身のことを考えてみる、こういう視点です。二つ目は、人間関係、人と人とのかかわりです。三つ目は、自然や崇高なものとのかかわりです。自然とのかかわりの中で、私たちは心を育てていきます。大いなるものとのかかわりの中で、心を清らかにしていきます。そして、四つ目は、集団や社会です。我々は家族という集団で生活します。学校という集団で生活をします。地域という集団で生活します。あるいは仲間同士で生活します。そのことを通して、集団の役割を身につけ、自分の責任を果たしていく。そして、人間らしい心を身につけます。

　つまり、道徳教育は、まず日常生活において四つの視点と豊かなかかわりがもてることが大前提になります。そのかかわりを豊かにもてば、自ずと人間らしい心が育まれてきます。その際、押さえなければいけない基本的な道徳的価値が、内容項目として示されているのです。

３　内容項目を窓口に道徳的価値を自ら発展させる

　その内容項目は、発達段階に応じて、小学校の低学年で１６項目、中学年で１８項目、高学年で２２項目、中学校で２４項目が、発展的に示されています。それらは、子どもたちが「これは必要だ、これは必要でない」と判断するものではなく、そのすべてに対して、日常生活の中でその大切さを自覚し、子どもたち自らが発展させるものなのです。

  人間として生きていく上において、あるいは人間らしさを身につけていく上において、それらは基礎基本となるものです。それを身につけていることが、人間としての誇りであり、私の誇りでもあるのです。それが、道徳的価値を自覚するということです。

　しかし、道徳的価値をなかなかうまく育てていくことができない。逆のことをしてしまったりすることがある。そういう弱さをもっているのが、また人間です。だから、お互いに助け合い、励まし合って、克服していかなくてはいけません。そのためにどうすればよいのだろうか。そういったことを主体的に考えていける子どもたちを育てていくことが道徳教育なのです。

  まとめてみましょう。道徳的価値が示されている内容項目は、自ら道徳性を発展させる窓口となるものです。「わたしは生命を大切にする心はいらない」「わたしは思いやりの心はどうでもいいです」といった判断をする子どもを育てているのではありません。思いやりの心、生命を大切にする心は、人間として生きていく上において必要不可欠なものである。それがあることが、人間の尊厳、誇りなんだ、と心底思える子どもを育てるのです。そして、それぞれの価値をどういう形で発展させていくかは、子どもたちの主体性にかかっています。

４　人間はだれもがよりよく生きようとしている

　　　　　ー人間への絶対的信頼、他者への絶対的信頼、自己への絶対的信頼ー

  そしてさらに、子どもたちは、道徳的価値の学習を通して、人間はだれもがよりよく生きようとしているんだという人間観をしっかりもてるようにすることが大切です。そしてまた、自分自身に対しても、自分は必ずよくなる、よりよく生きようとする心をもっている、と確信できることです。

  道徳的価値は、人間らしさを表す基本となるものです。ところが、それを完全に身につけている人間はいない。道徳的価値の学習というのは、深めるほど、逆にそれを身につけていない人々とか、身につけていない自分が気になってきます。そして、その部分に目を向けている限りにおいて、「人間というのは、なんて愚かなものか」とか「なんと自分は情けない人間か」とか「生きている価値はないんじゃないか」とか思ってしまいます。そういう心をはぐくむのは、道徳教育ではありません。

　道徳教育は、人間としてどう生きるかの指針を身につけていくものです。道徳的価値の学習が、人間としてどう生きていくのかの指針をつくっていくものでなければなりません。道徳的価値の学習を通して、思いやりの心、生命を大切にする心、くじけずに努力する心、人に役に立とうとする心などを、みんながもっていることを自覚する。今一人ひとりの姿を見てみると、それが、表面に表れていない人もいる。あるいは逆のことをやっている人もいる。でも、その人の心の奥底をよく見ると、やはりよりよく生きようとする心があると確信できるような指導が必要なのです。

　罪を犯した人が立ち直っていく。あるいは弱い心をもっていてくじけそうになるとき、あることをきっかけに立ち直っていく。そういう道徳の資料はいろいろあります。道徳の時間で、そのような資料をもとに、人間について、自分についてとことん見つめてみる。そうすることで、人を見る目、自分を見る目が変わってきます。そして、生活する場が、温かなものになってきます。そういう心を育てるのが道徳教育なのです。

５　共感的理解と自己を見つめる目

  道徳教育は、自分のよくないところをみつめさせることだ、といわれることがあります。もちろんよくないところをしっかりと見つめることは必要です。でも、そこで終わるのではないのです。さらに、自分はこんなことをしてしまった、なんとつまらない人間だと思うのはなぜですか、と問いかけてみます。結局、よい状態を意識しているからよくない状態を悲観するわけです。そういうところをうまく揺さぶっていけば、自分に自信をもつ、人への信頼感を回復する、そういった子どもを育てることができます。

  そのためには、相手の立場に立って考える力、つまり他者への感情移入、そして、自分を客観的に見つめられる力をあわせて培っていく必要があります。他者をしっかり見つめる。そして、しっかり感情移入する。その中でみんな道徳的価値を求める存在なんだという意識が育っていくようにする。さらに、自分を客観的に見つめてみる。見つめるほどに、よくないところが意識されるけれども、逆にそれを覆していける自分を見つめる目を養っていくのです。

　道徳の時間は、読み物資料が中心になります。それは、相手の立場に立って考える力を多様に、かつイメージ豊かに身につけることができるし、それとかかわらせて自分を多面的に深く見つめることができるからです。と同時に、授業を終えた後でも、その資料をもとにしながら、さらに心を鼓舞したり、具体的な課題等について取り組んだりすることができます。また、自分で関連した資料や書物を調べ自分なりに道徳学習を発展させることができます。道徳の時間で読んだ資料に刺激されて、読書の輪を広げてくことも道徳教育にとって大切なことです。読み物資料のよさを再評価する必要があります。

６　自律的に道徳的実践ができる力を育てる

　道徳教育は、基本的な道徳的価値を自分のものにして、実践へと移していける力を身につけなければいけません。「こうすればよかったな」「困った人がいる、助けてあげたいな」と思うことは大切なことです。でも、そこで終わっている限り、思いやりのある社会、助け合いの社会にはなっていきません。

　まず、困っている人がいれば、何とかしてあげたいな、という心をしっかりと育てていく。と同時に、実際に助けられるところまで指導していかなければいけません。そうでないと、住みよい社会にはなりません。自ら感じ考え判断し、道徳的実践のできる力をしっかりと育てることは、道徳教育の基礎基本としてしっかりと押さえておかねばなりません。

　それをどのように取り組むのか。豊かな体験活動や、日常生活での指導、各教科等での指導が大切になります。そして、それらと道徳の時間とを響かせていくことです。その方法にマニュアルはある程度考えられますが、実際に効果を上げるためには、子どもたちを観察し、実態に即して、先生方が一丸となって取り組まねばなりません。

　その具体的な方法の一つとして、総合単元的な道徳学習を提案しています。全国で取り組まれるようになってきました。ここでも『心のノート』が大きな役割を果たします。『心のノート』をうまく活用して、総合単元的な道徳学習を子どもたちと一緒に計画し発展させるようにしていくことも可能です。そこに、保護者や地域の人々も加えることができます。このような21世紀型の道徳教育を確立し、日本から世界に発信していこうではありませんか。
PAGE  
1

